




























2.先天異常モニタリングのねらいと目的 

先天異常モニタリングは,人類集団における奇形や突然変異の頻度をモニターすることに

よって,環境における未知の突然変異原や催奇形原の集団内への導入,あるいは増加を早期

に発見し指摘することがねらいであり,主として環境要因によるヒトの先天異常発生の抑

止に役立つことを目的とするものである。 

しかし,実際に突然変異原や催奇形原を直接ヒトの胎芽・胎児標本を用いて確認することは

倫理上の制約があるため,間接的な方法ではあるが,奇形・染色体異常・血清蛋白構成アミ

ノ酸の構造変異などを変動の指標(マーカー)として化学物質などの未知変異原・催奇形原

の導入および既知変異原・催奇形原へのばく露による影響の増大を常時監視するわけであ

る。 


